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北海道大学 埋蔵文化財調査センター

北海道大学総合博物館 1階

「知の交流」

　アフリカに約 20 万年前に出現した現生人類（ホモ・サピエンス）

は、その後、地球上の様々な地域に拡散し、適応していきます。

シベリア北極圏という寒帯に、人類はいつ頃到達し、そこでどの

ようにして暮らしていったのでしょうか。ユーラシア大陸に先行

して分布していたネアンデルタール人やデニソワ人との間には、

どのような関係があったのでしょうか。人類進化の足跡をたどり

ながら、この難問に取り組む人類学・考古学の研究の最前線を

ご紹介します。
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人文・社会科学
総合教育研究棟
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お問合せ

TEL：011-706-2658
http://www.museum.hokudai.ac.jp/

入場無料・申込不要
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ロシア・アルタイ地方のデニソワ洞窟


